
宝が池子どもの楽園・プレイパーク
これまでの活動の展開と森の変化
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２００８年４月に行われた、宝が池公園子どもの楽園リニューアルから、「自分の責任で、
自由にあそぶ場」としてプレイパークが開催されてきました。また、「自然の中のルールを
あそびながら学ぶ・先人の知恵を受け継ぐ」環境学習、自然あそび教室を開催しています。
ここ数年の著しい森の変化に伴って、宝が池での活動内容やプログラムの内容も大きく変化
しました。現在、様々な自然環境の諸問題を、宝が池で活動する人みんなで共有し、考え、
行動することを目指して、宝が池座談会・シンポジウム・連続学習会などを開催しています。

主催 :（公財）京都市都市緑化協会 /京都府立大学森林科学科

京都三山の一角をなし、歴史的にも景観的にも、
そして、人々の暮らしにとっても大切な役割を
担ってきた宝が池の森。それが今、シカ被害や
ナラ枯れの拡大で森林環境は激変し、さまざま
な植物が減って多様性を失いつつあるという問
題は深刻さを増しています。そして、ツツジ類
への被害も一気に拡大し、宝が池の森を特徴づ
けてきた風景が失われようとしています。
『ツツジ咲き誇る美しい風景を未来につないで
いく』をテーマに身近な森と関わる暮らし、野
生動物との関係について、参加者全員で考え、
行動へとつないでいきましょう。

1/12（日）
13:00～17:00
会場 京都府立大学

大学会館２階多目的ホール

ツツジ咲き誇る
宝が池の森を未来へ

第２回   宝が池シンポジウム

　

　　　　　　　　　　　　　　　

ヤママユガの
試験飼育開始

子どもの楽園のリニューアルに伴い、
プレイパークがはじまる。

宝が池での活動展開 フィールドの様子

どんぐりを育て
はじめる。

安全管理の為
林内利用を制限

第１回宝が池シンポジウム

・毎木調査（５月・７月）

・府立大学・実習
プレイパークでのフィールド管理実習
自然あそび教室での環境学習の実習
毎年開催。

第２回宝が池シンポジウム

宝が池座談会
宝が池で研究や活動を行う個人や
団体間で連携を図り、情報交換を
行う場として始まる。年に１～３
回、不定期に開催。

自然あそび教室
（第１・第３土曜日）

市長おむすび
ミーティング

２００８年９月

カエンダケ発生 (9 月 )

枯死枝落下は頻発する

ダンドボロギク・ウスヒメワラビ・ヤブマオ

カシナガ被害

カシナガ被害木の
伐採が始まる。
野鳥園裏はほぼ皆伐

４頭以上の
群れ（８月）

糞・角
(11 月）

樹皮はぎ被害
スギ・ヒノキなど

樹皮はぎ被害
増加。

カシナガが猛威を
奮う。楽園も被害

ササ・シダ・ツル
が豊富。カンアオ
イやショウジョウ
バカマ、カエル類
も沢山いた。

２００８年野鳥の森

春～秋に
よく見るよ
うになった

発情期の声が
うるさい

ヒイラギの食害
がはじまる。園内の
ヒラドツツジ食害

川辺で死体
発見（７月）

10頭程度の
群れ確認

なわわな設置
（憩いの森奥）

昼夜問わず
目撃増加

群れの確認
頻度増加
コジカ確認
出産？

楽園内伐採（6月 /12 本）

楽園内伐採（３月 /５本）

楽園内伐採（３月 /５本）

斜面で深いガレ発生６月

リョウブへの
食害が広がる

ナンキンハゼ
大発生（野鳥園）

マント群落消滅

全てのコナラに
カシナガ被害

ササ・林縁草本
食害拡大

ヒノキの幼木
倒木増加

ヒイラギが盆栽のよう
になってしまった。

どんぐりを育てよう
PROJECT　毎年秋に開催
・どんぐりの啓発植樹
・紙芝居で森の今を伝える
など ナイトプログ

ラムで複数の
シカと遭遇

ササ・林縁草本
ほぼ壊滅

ヤブツバキ枯死
コナラドングリ
残らず捕食

コバミツ折り採

カマツカ樹皮
アラカシ樹皮被害
リョウブ２度剥ぎ目立つ

わな増設
おり設置 ヒイラギが壊滅

森の荒廃につい
て情報発信！

ヒサカキ食害

楽園内伐採（8本）
落枝増加

ソヨゴ倒木
コナラ根浮

・春の宝が池座談会開催

・連続学習会
　開催（全５回）

自動撮影カメラ
設置開始


